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2007 年 1 月 1 日～2016 年 12 月 31 日の間に

当科において卵巣癌術前化学療法を受けられた方へ

一「進行上皮性卵巣癌に対する術前化学療法の指摘レジメンに関する後方視的検討」 への

ご協カのお願いー

本研究の内容は、 研究に参加される方の権利を守るため、 研究を実施するととの適否について川崎医科大

学・同F付属病院倫理委員会にて審査され、 既に審議を受け、 承認を得ています。 また、 学長ど病院長の許可

を得ています。

研究責任者 川崎医科大学産婦人科学1

研究分組者 川崎医科大学産婦人科学2
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1 研究の概要
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卵巣癌（卵管癌、 腹膜癌も含みます）の治療において、 癒着や播種の状態によっては初めに’全てを取り切

る手術（枝治術と言います）を行うことが難しいととがあります。 その場合、 いったん抗がん剤で腫療を縮

小させてから根治術を行う方法があり、 これを術前化学療法と言います。 術前化学療法で使用する薬剤の

組み合わせば何通りかあり、 現在、 国内でも統ーされてはいません。

そこで、 私たちは各医療機関でどのような術前化学療法が行われているのか、 また、 その効果はどうか

ということを愚者さんの診療情報からデー タを集め、 より良い術前化学療法について調べたいと考えてい

ます。

2. 研究の方法

1）研究対象者

2007年1月1日～2016年12月31日の間に川崎医科大学附属病院産婦人科または川崎医科大学総合医療

センター、 及び共同研究機関で卵巣がんの術前化学療法を受けられた全ての方を研究対象とします。

2）研究期間

倫理委員会承認日 ～2021年2月28日

3）研究方法

2007年1月1日～2016年12月31日の潤に当院において卵巣癌の術前化学療法を受けられた方で、 研

究者が診療情報をもとに抗がん剤治療後の根治術がどうだったか（どの程度腫蕩を取り切れたか）治療の

後にどのくらいの期間を空けて再発したか、 また、 その後の化学療法の効き方について調べます。

4）使用する情報の種類

情報：年齢、 進行期、 病理組織結果、 術前化学療法の治療内察、 再発した時期、 根治術の内容、 根治術

でがんが取り切れたかどうか、 根治術後に再発があったかどうか 等



＜共同研究機関〉

愛媛大学

附山赤十字病院

岡山済生会総合病院

岡山大学

岡山大福クリニック

香川県立中央病院

呉医療センタ ー 中国がんセンタ ）

県立広島病院

済生会吹田病！涜

埼玉医科大学国際医療センタ ー

JA尾道総合病院

JA広島総合病院

島根県立中央病院

島根大学

徳山中央病院

広島市立広島市民病院

市立三次中央病院

中国労災病院

徳島大学

博愛病院

姫路赤十字病院

兵庫県立がんセンタ ー

広島大学

福山医療センタ ー

松江市立病院

山ll赤十字病院

山口大学

香川大学

3. 資金と利益相反
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本研究は研究資金を使用しない研究です。 本研究に関する利益相反の有無および内需干について、J 11崎

医科大学利益相反委員会に申告し、 適正に管理されています。






